
１月１0 日、町民センター２階第２会議室において
「第 10回真鶴町学校建設準備委員会」が開かれまし
た。今回のくじは、松の木を題材にしたものでした。 
「桃李は一旦の栄花 松樹は千年の貞木（とうりはい
ったんのえいが しょうじゅはせんねんのていぼく）」
という故事成語から、「松のように魅力がいつまでも
変わらずに続く学校を委員の皆さんと力を合わせて
作り上げたい。」という事務局の言葉から会議が始ま 
りました。 

今回は、前回の準備
委員会での意見を反
映した「基本構想・基
本計画（素案）」の内容
を確認し、前回からの
修正箇所を中心に、記
載されている項目や表
現などについて活発な
意見交換を行いまし
た。 

 
それでは、第 10回学校建設準備委員会の協議内 

容等について報告します。 

新しい学校の建設に向けて、学校の規模や求

められる機能等、学校の設計・工事を進める上

での基本的な考え方を示したものです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 「小学生と中学生が一緒に生活！何ができるかな？何が不安 

かな？」について、まなづる小学校と真鶴中学校の子どもたちに 

聞いてみました。子どもたちの思いも大切にしていきます。 

   真鶴中学校生徒会 

・一緒に校外学習に行きたい。 

・学習活動発表会で小学生が発表できるとよい。

クラブ活動の発表をしたらおもしろいかも。 

・休み時間のグラウンドで遊ぶ約束を考えないと

体格差があり心配である。 

 

 

建物の構造や配置、機能や設備、建物内外のデ

ザイン等をまとめます。具体的な完成時の姿が

明確になるのは、この段階となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全安心な工事施工を考慮した上で、機能性、

デザイン性及び技術面等、他方面にわたって詳

細な設計を進めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

建 設 工 事 （R９～R１１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

完    成 （R１２） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●登下校で使用しているスクールバス（幼稚園バス）の今後の在り方につい
て検討する必要がある。 

●「リーダーシップ」と「フォロワーシップ」は表裏一体なので、セットにして一体
的な充実を図るべきである。 

●「４－３－２制」の学年段階の区切りの意味付けのところで、「幼（保）小の連
携」や「より探究的で協働的な学びの促進を図る」など、今後大事にしてい
くことを明確にしておくことが、今後のカリキュラム作りや先生方の授業の
方向性を考えるときに大切になる。 

    

 

 １月 17日～２月 12日の期間に実施された、「真鶴町小中一貫教育校建設基本構想・基本計画（案）」に 

関するパブリックコメントに対して、多くの方々にご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

 皆様から寄せられたご意見は、右の二次元コード（町 HP）からご覧いただけます。 

 

 

                            

                            

                            

                            

     

問い合わせ 教育課教育総務係 ☎ 内線 434 

委員会の議事録
と資料(一部)は
こちらから➡ 

＝基本構想・基本計画について活発な意見交換が行われました！＝ 

＝子どもたちにも語っていただきました＝ 

   まなづる小学校５年生 

・学習活動発表会を一緒にやって、総合の発表を

中学生に見てほしい。 

・運動会を一緒にやりたい。 

・部活動に参加してみたい。 

・中学生に勉強を教えてもらいたい。 

 

●真鶴がもっている学びに関する宝を生かす「半島まるごと学校」は一番大
事なコンセプトなので、「はじめに」のところに明記してほしい。 

●周辺道路の環境整備や駐車場のこと等について、最大限の安全配慮を
して設計してほしい。 

●登下校の安全性を高めるために、信号機の設置や通学路の整備などが
必須となる。 

   「基本構想・基本計画」の位置付け 

基本構想 

・ 

基本計画 

基本設計 

（R７） 

実施設計 

（R８） 

第 10回学校建設準備委員会が開催されました 

＝パブリックコメントへのご協力について（お礼）＝ 町 HP 


